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やり取り 発表

○自然な速さで話される母語話者同
士による多様な話題の長い会話を聞
いて、概要や要点を理解できる。
○自然な速さで話される身近な話題に
関する複雑な流れの議論を聞いて、
話の展開を理解できる。
○自然な速さで話される時事問題や
社会問題に関する長い説明を聞い
て、概要や要点を理解できる。
○自然な速さで話されるある程度知識
のある社会問題や時事問題に関する
ラジオ番組やテレビ番組を視聴して、
概要や要点を理解することができる。

○関心のある分野の記事や資料か
ら、必要な情報を読み取ることができ
る。
○興味のある現代小説やエッセイを読
んで、概要を理解することができる。
○時事問題や社会問題に関する記事
やレポー ト、資料を読んで、概要や要
点、筆者の姿勢や視点を理解できる。

○幅広い話題に関する会話に参加
し、情報や自分の意見などを適切かつ
流暢に表現することができる。
○背景知識のある時事問題や社会問
題について、幅広い表現を用いて議
論することができる。

○幅広い話題について、即興で説明し
たり自分の考えや気持ちなどを話した
りすることができる。
○幅広い分野のテーマについて、明
瞭かつ詳細な説明をすることができ
る。
○多様な考え方ができる時事問題や
社会問題について、様々な見方の長
所・短所を示すとともに、自分の意見
を幅広い表現を用いて論理的に説明
することができる。
○聴衆の反応に応じて、発表の内容
や方法を調整することができる。

○関心のある分野のテーマについて、
事実や情報などを明確かつ詳細に伝
える説明文を書くことができる。
○時事問題や社会問題など幅広い話
題に関する記事や資料を読んで、そ
の概要や要点を書いてまとめることが
できる。
○時事問題や社会問題など幅広い話
題について、得た情報を活用しなが
ら、 自分の意見やその理由を論理的
に書くことができる。
○電子メール、エッセイ、レポートなど
を、それぞれの用途に合った文体で書
くことができる。

〇幅広い話題について、その場
で得た情報を含めて、即興で説
明を加えたり、質疑応答などに
対応したりすることができる。

〇相手の理解の程度などを意
識して、やり取りの内容や方法
を調整することができる。

高3

(L 1)
①
　比較的自然な速さで話される日
常的な話題（複数の人によるやり
取り、映画やドラマのセリフ、インタ
ビューや身近な話題のニュース、
仕様書、申請書、記入マニュアル
等）について、対話や説明、スピー
チなどから必要な情報を聞き取り、
話の展開や話し手の意図を把握す
ることができる。実用的な手順の説
明ではその詳細を理解し、手順に
沿って行動できる。

②
　比較的自然な速さで話される社
会的な話題（現代の問題など社会
で広く議論されている話題や異文
化理解や科学的事実に基づく話題
に関するニュース、一定のまとまり
のある長めのスピーチや講話等）
について、複数の説明や討論から
話の展開に注意しながら必要な情
報を聞き取り、概要や要点、詳細
を把握することができる。

(R 1)
①
　日常的な話題（新聞や雑誌の記
事、仕様書、申請書、記入マニュア
ル、平易な英語で書かれた洋書、
長めの物語やエッセイ）について、
文章の構成を意識しながら、必要
な情報を読み取り、要点や書き手
の意図を理解できる。実用的な手
順の説明では、その詳細を理解
し、手順に沿って行動できる。ま
た、物語などでは、登場人物の心
情や書き手の意図を読み取り考察
しながら、あらすじや趣旨、題材の
背景を捉え、自分の状況に当ては
めて考え、客観的な見方を構築で
きる。

②
　社会的な話題（現代の問題など
一般的に関心の高いトピックや歴
史的考察に基づくトピック、科学的
事象に関する話題や多少の専門
的知識を必要とする論証文や記録
文、データに基づく調査結果など）
について、複数の英文から必要な
情報を読み取り、概要や要点を把
握し、論点や根拠を明確にできる。

(SI 1)
①
　日常的な話題（学校外や地域社
会での生活に関する事柄、ニュー
スや新聞記事、将来の展望など）
について、情報や考え、気持ちなど
を即興で詳しく伝え合い、会話を発
展させることができる。また、日常
生活での想定外の出来事につい
て、即興である程度対応できる。

②
　見たり、聞いたり、読んだりした社
会的な話題（現代の問題など社会
で広く議論されている話題や異文
化理解や科学的事実に基づく話題
に関するニュース、一定のまとまり
のある長めのスピーチや講話な
ど）について、情報や考え、課題の
解決策などを明確な理由や根拠と
ともに詳しく話して伝え合うことがで
きる。また、複数の資料を活用する
などして、意見や主張、課題の解
決策などについて、聞き手を説得
できる適切な理由や根拠とともに
詳しく伝え合うディベートやディス
カッションへと発展させることがで
きる。

(SP 1)
①
　日常的な話題（学校外での生活
や地域社会での生活に関する事
柄、ニュースや新聞記事などの資
料、将来の展望に関する事柄な
ど）について、情報や考え、気持ち
などを明確な理由や根拠とともに
詳しく伝えることができる。また、発
表した内容について、質疑応答を
したり、意見や感想を伝え合ったり
することができる。

②
　見たり、聞いたり、読んだりした社
会的な話題（現代の問題など社会
で広く議論されている話題や異文
化理解や科学的事実に基づく話題
に関するニュース、一定のまとまり
のある長めのスピーチや講話な
ど）について、段階的な手順を踏み
ながら、聞き手を説得することがで
きるよう、情報や考え、気持ちなど
を適切な理由や根拠とともに詳しく
話して伝えることができる。また、
発表した内容について、質疑応答
をしたり、意見や感想を伝え合うこ
とができる。

(W 1)
①
　日常的な話題（学校外での生活
や地域社会での生活に関する事
柄、ニュースや新聞記事などの資
料、自分の進路に対する志望動機
など）について、情報や考え、気持
ちや感想などを明確な理由や根拠
とともに複数の段落を用いて詳しく
伝えることができる。

②
　見たり、聞いたり、読んだりした社
会的な話題（現代の問題など社会
で広く議論されている話題や異文
化理解や科学的事実に基づく話題
に関するニュース、一定のまとまり
のある長めのスピーチや講話な
ど）について、発想から推敲まで段
階的な手順を踏みながら、情報や
考え、意見や主張などを、自分自
身の立場を明らかにして、説得力
のある明確な理由や根拠とともに
複数の段落を用いて詳しく伝えるこ
とができる。

〇世界の現状と課題をグローバ
ルな視点で考察して、その内容
を共有するとともに、課題の解
決案を具体的かつ論理的に提
示したり、質疑応答したりするこ
とができる。
題材：人口動向、産業・経済、テ
クノロジー、環境、歴史遺産、
社会的サービス（医療、福祉、
介護、教育など）、異文化理解

〇写真や絵などの視覚補助、
統計などの資料などを活用しな
がら、世界の現状と課題につい
て発表できる。

〇課題解決に向けた具体的な
アイデアを、視覚補助・資料など
を用いて詳しく説明できる。

〇聞き手は聞いた情報を整理し
て、適切な質問ができる。

〇グローバルな視点で世界の
現状と課題をとらえ、具体的な
解決案を提示する。

(L 2)
①
　必要に応じて、調整された速さで
話されれば、日常的な話題（見知
らぬ人とのやり取り、ガイダンス、
説明書、ガイドブック、レシピなど）
について、対話や説明、スピーチな
どから必要な情報を聞き取り、話
の展開や話し手の意図を把握でき
る。簡単な手順の説明では、その
内容を理解し、手順に沿って行動
できる。

②
　必要に応じて、調整された速さで
話されれば、社会的な話題（現代
の問題など社会で広く議論されて
いる話題、異文化理解や科学的事
実に基づく話題、一定のまとまりの
ある短めのスピーチや講話など）
について、説明や討論などから必
要な情報を聞き取り、概要や要
点、詳細を把握することができる。

(R 2)
①
　日常的な話題（新聞や雑誌の記
事、広告、説明書、ガイドブック、レ
シピ、物語、エッセイ、スピーチな
ど）について、必要な情報を読み取
り、要点や文章の展開、書き手の
意図を理解できる。簡単な手順の
説明では、その内容を理解し、手
順に沿って行動できる。また、物語
などについては、登場人物の心情
や書き手の意図を読み取り考察し
ながら、あらすじや趣旨を捉え、題
材の背景に考えを巡らすことがで
きる。

②
　社会的な話題（現代の問題など
一般的関心の高いトピックや歴史
的考察に基づくトピック、科学的事
象に関する論証文や報告文、デー
タに基づく調査結果など）につい
て、必要な情報を読み取り、概要
や要点を把握し、論点や根拠を明
確にできる。

(SI 2)
①

　日常的な話題（関心のある事柄、学
校生活や学校外での身近な生活に関
する事柄、地域社会での生活に関す
る事柄、映画・テレビ番組・音楽・本な
どに関する話題など）について、情報
や考え、気持ちなどを即興で詳しく伝
え合うことができる。また、発表した内
容について、質疑応答をしたり、意見
や感想を伝え合ったりすることができ
る。

②
　見たり、聞いたり、読んだりした社会
的な話題（現代の問題など社会で広く
議論されている話題、異文化理解や
科学的事実に基づく話題など）につい
て、必要に応じて絵・写真や物などの
視覚補助を用いて詳しく説明し、段階
的な手順を踏みながら、情報や考え、
意見や主張などを適切な理由や根拠
とともに詳しく伝え合うことができる。ま
た、これらの事柄について、意見や主
張などを伝え合うディベートやディス
カッションへと発展させることができ
る。

(SP 2)
①

　日常的な話題（関心のある事柄、学
校生活や学校外での身近な生活に関
する事柄、地域社会での生活に関す
る事柄、映画・テレビ番組・音楽・本な
どに関する話題など）について、情報
や考え、気持ちなどを適切な理由や根
拠とともに詳しく伝えることができる。
また、発表した内容について、質疑応
答をしたり、意見や感想を伝え合った
りすることができる。
 

②
　見たり、聞いたり、読んだりした社会
的な話題（現代の問題など社会で広く
議論されている話題、異文化理解や
科学的事実に基づく話題などに関する
説明や、それらを題材にした討論な
ど）について、必要に応じて絵・写真や
物などの視覚補助を用いて詳しく説明
したり、段階的な手順を踏みながら、
情報や考え、意見や主張などを適切
な理由や根拠とともに詳しく伝えること
ができる。また、発表した内容につい
て、質疑応答をしたり、意見や感想を
伝え合ったりすることができる。

(W 2)
①

　日常的な話題（関心のある事
柄、学校生活や学校外での身近な
生活に関する事柄、将来の希望や
展望、映画・テレビ番組・音楽・本
などに関する話題など）について、
情報や考え、気持ちや感想などを
適切な理由や根拠とともに複数の
段落を用いて詳しく伝えることがで
きる。

②
　見たり、聞いたり、読んだりした社
会的な話題（現代の問題など社会
で広く議論されている話題、異文
化理解や科学的事実に基づく話題
など）について、発想から推敲まで
段階的な手順を踏みながら、情報
や考え、意見や主張などを理由や
根拠とともに複数の段落を用いて
詳しく伝えることができる。

○諸外国と比較しながら、日本社
会の現状と課題を共有して、課題
の解決案を具体的かつ詳細に提
示し、質疑応答ができる。
題材：人口動向、産業・経済、テク
ノロジー、環境、歴史遺産、社会的
サービス（医療、福祉、介護、教育
等）

〇写真や絵などの視覚補助、統計
などの資料等を活用しながら、日
本の現状と課題について発表でき
る。

〇課題解決に向けた具体的なアイ
デアを、視覚補助・資料などを用い
て詳しく説明できる。

〇聞き手は聞いた情報を整理して
適切な質問ができる。

〇日本の魅力と課題を共有し、
具体的な解決案を提示する。

(L 3)
①
 　話される速さが調整され、はっき
りとなじみのある発音で話されれ
ば、日常的な話題（基本的な個人
や家族の情報、友人や地域の
人々など身近な人々とのやり取り、
公共の場所や車内でのアナウンス
など）について、対話や放送などか
ら必要な情報を聞き取り、話し手の
意図を把握できる。

②
　社会的な話題（自分が住む地域
に関わる社会上の話題、自国や外
国の文化や習慣に関する話題、背
景知識のある比較的身近な社会
問題、比較的短いスピーチや講
話）について、対話や説明などから
必要な情報を聞き取り、概要や要
点を把握することができる。

(R 3)
①

　日常的な話題（メッセージ、手
紙、電子メール、パンフレット、ス
ポーツや音楽など興味のある話題
に関する題材、簡単な物語、エッセ
イ、スピーチなど）について、必要
な情報を読み取り、書き手の意図
を理解できる。また、物語などにつ
いては、登場人物の心情や書き手
の意図を読み取りながら、そのあ
らすじや趣旨を捉えることができ
る。

②
　社会的な話題（現代の問題など
一般的関心の高いトピックや科学
的事象に関する説明文や論証文、
データに基づく調査結果など）につ
いて、必要な情報を読み取り、概
要や要点を把握できる。

(SI 3)
①

　日常的な話題（家庭生活、学校
生活に留まらず、学校外での身近
な生活に関する事柄、自らが関心
のある事柄など）について、情報や
考え、気持ちなどを即興で伝え合う
ことができる。

②
　見たり、聞いたり、読んだりした社
会的な話題（現代の問題など一般
的関心の高いトピックや科学的事
象に関する事柄など）について、必
要に応じて絵・写真や物などの視
覚補助を用いて詳しく説明し、気持
ちなどを理由や根拠とともに伝え
合うことができる。また、これらの
事柄について、意見や主張などを
伝え合うディベートやディスカッショ
ンへと発展させることができる。

(SP 3)
①

　日常的な話題（家庭生活、学校
生活に留まらず、学校外での身近
な生活に関する事柄、自らが関心
のある事柄など）について、必要に
応じて物や写真などの視覚補助を
用いて説明したり、情報や考え、気
持ちなどを理由や根拠とともに話し
て伝えたりすることができる。また、
発表した内容について、質疑応答
をしたり、意見や感想を伝え合った
りすることができる。

②
　見たり、聞いたり、読んだりした社
会的な話題（現代の問題など一般
的関心の高いトピックや科学的事
象に関する事柄など）について、必
要に応じて絵・写真や物などの視
覚補助を用いて詳しく説明し、情報
や考え、意見や主張などを、理由
や根拠とともに話して伝えることが
できる。また、発表した内容につい
て、質疑応答をしたり、意見や感想
を伝え合ったりすることができる。

(W 3)
①

　日常的な話題（家庭生活、学校
生活に留まらず、学校外での身近
な生活に関する事柄、自らが関心
のある事柄や身近な出来事、日記
やスケジュールなど個人の経験に
関することなど）について、簡単な
メモやメッセージ、電子メールや手
紙などを書いて概要を伝えたり、情
報や考え、気持ちなどを理由や根
拠とともに、段落を用いて伝えたり
することができる。

②
　見たり、聞いたり、読んだりした社
会的な話題（自分が住む地域に関
する話題、自国や外国の文化や習
慣に関する話題、背景知識のある
比較的身近な社会問題など）につ
いて、発想から推敲まで段階的な
手順を踏みながら、情報や考え、
意見や主張などを理由や根拠とと
もに段落を用いて伝えることができ
る。

○町や地域の魅力と課題を共有し
て課題の解決案を具体的に提示
し、簡単に質疑応答ができる。
題材：人口動向、産業、歴史、遺
産、社会的サービス（医療、福祉、
介護、教育など）

〇写真や絵などの視覚補助を活
用しながら、地域の現状と課題に
ついて発表できる。

〇課題解決に向けた地域の実情
に応じたアイデアを、視覚補助等を
用いて説明できる。

〇聞き手は聞いた情報を整理して
適切な質問ができる。

〇町、地域の魅力と課題を共有
し、具体的な解決案を提示す
る。

A2-1 高１

パフォーマンス課題実施例
【１学期】①印象に残る自己紹介（中学３年「生き方」スピーチを交えて）　　②自分が住んでいる町や地域の魅力を語り、他者に伝える　等
【２学期】①授業で扱ったレッスンの内容を自分の言葉で要約し、内容を他者に伝える　　②外国人旅行者を自分の町や地域に誘致するためにプレゼンを行う　等
【３学期】地域のeco-friendlyな取組とその課題について共有し、課題の解決策を発表する

B2

B1-1

パフォーマンス課題実施例
【１学期】①各国の特徴的な社会上の習慣について調べ発表する　　②日本と各国の高校生・大学生の在り方について比較し議論する　等
【２学期】①生活に理想的だと思う国と理由をデータ等を用いて述べる　　②グローバルな課題（環境・貧困・医療など）を共有し、課題の解決策を発表・議論する　等
【３学期】自分が望む社会について発表する

A2-2 高２

パフォーマンス課題実施例
【１学期】①暮らしやすい社会を実現するための取組・工夫について調べて発表する  　②魅力を感じる仕事や職業についてその理由を述べる　等
【２学期】①リラックスできたり気持ちが安らぐ瞬間とその理由を伝えあう　　②外国人に日本の（歴史的）人物・事物・事象を紹介するプレゼンを行う　等
【３学期】諸外国と比較して日本の医療、社会福祉、産業・経済の現状と課題について共有し、課題の解決策を発表する

次世代型小・中・高連携外国語教育推進事業　京都府版小中高連携CAN-DOリスト

小学校 英語を使ってやり取りをする楽しさ、人とつながる楽しさを感じる児童　―自分のことや身近なことについて伸び伸びと伝え合うことができる―

CEFR（目安）
聞くこと(Listening) 読むこと(Reading)

話すこと(Speaking)
書くこと(Writing)

各学年のゴール【発信力】と
パフォーマンス課題統一テーマ

「地域創生」

自信をもって、英語で自分の思いや考えを伝え合うことができる児童生徒の育成　
高等学校 他者の意見を理解し、自分の意見をつなぐなど、発信・受容する楽しさを感じる生徒　―社会や世界、他者との関わりの中で、課題に立ち向かい、主体的に伝え合うことができる―

中学校 他者の考えや意見を理解し、自分の思いや考えを他者と伝え合う楽しさを感じる生徒　―日常的な話題から社会的な話題について、自分の意見を堂々と伝え合うことができる―

ステージ
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ステージ

(L 4)
①
　はっきりと話されれば、ある程度
の長さの放送やメッセージなどに
ついて、自分が必要な情報を聞き
取ることができる。

②
　はっきりと話されれば、日本や海
外の学校生活や文化紹介等、日
常的な話題について、その話の概
要を聞き取ることができる。

③
　はっきりと話されれば、日常的な
話題から、社会的な話題（環境問
題など）を聞いて、話し手が最も伝
えたいことは何であるかを判断して
捉えることができる。

(R 4)
①

　英語の商品やルールの説明な
ど、日常的な話題について、 簡単
な語句や文で書かれたものから自
分にとって必要な情報を読み取る
ことができる。

②
　日本や海外の学校生活や文化
紹介など、日常的な話題につい
て、簡単な語句や文で書かれた短
い文章の概要を捉えることができ
る。

③
　意見文や物語などのまとまりの
ある文章を読んで、筆者または登
場人物の行動や心情の変化、全
体のあらすじなどの概要を捉える
ことができる。

④
　自然環境問題や平和問題などの
社会で起こっている出来事に関わ
る話題など、社会的な事柄につい
て、書き手が最も伝えたいことは何
であるかを判断して捉えることがで
きる。

(SI 4)
①
  過去の出来事や自分の経験など
について生徒が共通して関心を
持っていることについて、簡単な語
句や文を用いて即興で対話を継
続・発展させることができる。

②
　自分自身や家族に関すること、
自分の興味・関心の対象となること
や社会生活で必要なことなどにつ
いて、事実や自分の考え、気持ち
などを整理し、聞き手が理解しや
すいように相手に配慮しながら質
問のやり取りを継続することができ
る。

③
　エネルギー問題や環境問題など
の社会的話題に関して聞いたり読
んだりしたことについて、それらを
共通の話題として、お互いの考え
や感想、意見などを述べ合いなが
ら、簡単なディスカッションやディ
ベートができる。

(SP 4)
①
　スポーツ、音楽、日常の出来事な
ど自分が関心のある事柄であれ
ば、既習の知識や技能を生かし
て、即興で伝えることができる。

②
　自分の興味・関心のあること、社
会生活で必要なことなど１つのテー
マに沿って、聞き手に分かりやす
い構成や展開を工夫しながら、まと
まりのある内容で伝えることができ
る。

③
　人権問題など社会で起こってい
る出来事や問題に関わる話題に
関して聞いたり、読んだりしたこと
をもとに、自分なりの意見や感想
を、理由や自分が学んだこと、経
験したことの例示などとともに聞き
手に伝えることができる。

(W 4)
①
　趣味やスポーツ、好きな音楽や
映画など自分が関心を持っている
ことについて、伝えたい情報を正確
に捉え、整理したり確認したりしな
がら、簡単な語句や文を用いて正
確に書いて伝えることができる。

②
　　自分自身や家族に関すること、
学校生活などの日常的な話題につ
いて、電子メールやレポートなどの
形式に合わせて、読み手によりよく
伝わるように意識しながら、一貫性
があり、まとまりのある文章を書い
て伝えることができる。

③
　自然環境や平和などの社会的話
題に関して聞いたり読んだりしたこ
とをもとに、自分の意見や感想、そ
の理由などを、論点を明らかにした
り、順序付けを行ったりすることに
より、読み手にとって読みやすく分
かりやすい文章を書いて伝えるこ
とができる。

〇自分の住んでいる地域の身
近な課題を発見し、課題克服に
向けて自分が考えたことを伝え
ることができる。

○地域の課題について、どのよ
うな考えが望ましいのか、自分
であればどうするかなどの理由
を説明したり、相手の意見を求
めたりして、より良い解決策に
向けてやり取りできる。

○聞き手は相手の発話に応じ、
それに関連した質問や意見を
述べたりして、互いに協力して
対話を継続・発展させる。

〇町の課題に対して、アイデア
を提案をしよう。

(L 5)
①
　はっきりと話されれば、短く簡単
な機内放送などのアナウンスや天
気予報、留守番電話などを聞い
て、自分が必要な情報を聞き取る
ことができる。

②
　はっきりと話されれば、身近な事
柄についてのスピーチやニュース、
コマーシャルなどを聞いて、話の概
要を聞き取ることができる。

③
　はっきりと話されれば、日常的な
話題から社会的な話題（ユニバー
サルデザインなど）の説明や会話、
やり取りを聞いて、話し手が最も伝
えたいことは何であるかを判断して
聞き取ることができる。

(R 5)
①

　電子メールやウェブサイトなどの
日常的な話題について、簡単な語
句や文で書かれたものから自分に
とって必要な情報を読み取ること
ができる。

②
  簡単な英語で書かれた本やレ
ポート、体験談などの日常的な話
題について、簡単な語句や文で書
かれた短い文章の概要を捉えるこ
とができる。

③
　時系列で書かれた短い物語や説
明文などを読んで、そのあらすじや
大まかな内容を捉えることができ
る。

④
　日常的な話題から、社会的な話
題（ユニバーサルデザインなど）の
説明や本など、簡単な英語で書か
れた原稿や記事を読んで、書き手
が最も伝えたいことは何であるか
を判断して捉えることができる。

(SI 5)
①
　自分の予定、好きなことや得意な
こと、将来の夢など関心のある事
柄について、簡単な語句や文を用
いて即興で対話を継続・発展させ
ることができる。

②
　学級で人気のあるもの、町のお
すすめの場所など日常的な話題に
ついて、事実や自分の考え、気持
ちなどをあらかじめ整理した上で、
メモを見ながら簡単な話し合いをす
ることができる。

(SP 5)
①
　テレビ番組、ウェブサイト、映画、
将来の夢など自分が関心のある事
柄であれば、既習の知識や技能を
生かして、メモやキーワードを頼り
にして即興で伝えることができる。

②
　興味のあること、体験したことな
ど日常的な話題について調査をし
たり、レポートにまとめたりして事
実や自分の考え、気持ちなどを整
理した上でまとまりのある内容で伝
えることができる。

③
　ユニバーサルデザインや世界遺
産などの社会的な話題に関して聞
いたり読んだりしたことについて、
考えたことや感じたこと、その理由
などを、簡単な語句や文を用いて
伝えることができる。

(W 5)
①
　自分の予定や経験、思い出、将
来の夢など関心のある事柄につい
て、簡単な語句や文を用いて正確
に書いて伝えることができる。

②
　おすすめのものや友達へのアド
バイスなど、学校生活や家庭生活
に関する日常的な話題について、
事実や自分の考え、気持ちなどを
整理し、手紙、電子メール、レポー
トなどの形式に合わせて、事実を
伝えたり、出来事を描写したりし
て、簡単な語句や文を用いてまと
まりのある文章を書いて伝えること
ができる。

③
　ユニバーサルデザインや世界遺
産などの社会的な話題に関して聞
いたり読んだりしたことについて、
考えたことや感じたこと、提案した
いことなどを、簡単な語句や文を用
いて、読み手にとって読みやすく分
かりやすい文章を書いて伝えるこ
とができる。

〇地域について、その魅力を十
分に伝えるための工夫をし、ま
とまった内容でCMをつくること
ができる。

○視聴者にに分かりやすい展
開や構成などを考え、相手の興
味や関心を引き出した内容を伝
えることができる。

○聞き手は相手の発話に応じ、
それに関連した質問や意見を
述べたりして、互いに協力して
対話を継続・発展させる。

〇観光スポット紹介CMをつくろ
う。

(L 6)
①
　はっきりと話されれば、電話での
欠席連絡、簡単な商品説明、天気
予報などの日常的な話題について
のやり取りや話を聞いて、自分が
必要な情報を聞き取ることができ
る。

②
　はっきりと話されれば、休日の思
い出、自分の好きなことや自分の
興味のある事柄など日常的な話題
を聞いて、話の概要を聞き取ること
ができる。

③
　はっきりと話されれば、短く簡単
なアナウンスやインタビュー、ラジ
オなどを聞いて、その内容の要点
を捉え、話し手が最も伝えようとし
ていることが何かを判断して聞き
取ることができる。

(R 6)
①
　必要な持ち物や、天気、学校の
予定など日常的な話題について、
簡単な語句や文で書かれたものか
ら自分にとって必要な情報を読み
取ることができる。

②
 簡単な英語で書かれた紹介文や
物語などを読んで、その概要を捉
えることができる。

③
　国際協力などの社会的な話題に
ついて、書き手が最も伝えたいこと
は何であるかを判断して捉えること
ができる。

(SI 6)
①
　中学校生活や自分の好きなこと
など日常的な話題について、簡単
な語句や文を用いて即興で伝え合
うことができる。

②
　自分ができることやできないこ
と、身近な人紹介などの日常的な
話題について、事実や自分の考
え、気持ちなどを整理し、簡単な語
句や文を用いて伝えたり、相手か
らの質問に答えたりすることができ
る。

(SP 6)
①
　ふだんの行動や、スポーツ、音
楽、日常の出来事など関心のある
事柄について、簡単な語句や文を
用いて即興で伝えることができる。

②
　好きな有名人や思い出など自分
の興味のある事柄について、事実
や自分の考え、気持ちなどを整理
し、簡単な語句や文を用いてまとま
りのある内容で伝えることができ
る。

(W 6)
①

　趣味や好き嫌いなど、自分に関
する基本的な情報、自分が関心を
持っていることについて、日記や短
い説明などを簡単な語句や文を用
いて正確に書いて伝えることがで
きる。

②
　自分自身や家族に関することな
ど興味関心のある日常的な話題に
ついて、事実や自分の考え、気持
ちなどを整理し、簡単な語句や文
を用いてまとまりのある文章を書い
て伝えることができる。

③
　世界的な問題や地域の問題な
ど、社会的な話題に関して聞いた
り読んだりしたことについて、考え
たことや感じたこと、その理由など
を、簡単な語句や文を用いて、書
いて伝えることができる。

〇提案型のマスコットキャラク
ター紹介ができる。

○マスコットキャラクターの紹介
を通して、町や地域についての
情報や自分の思いや考えを聞
き手によりよく知ってもらうため
に、聞き手を巻き込みながら、
その内容を伝えることができる。

○聞き手は相手の発話に応じ、
それに関連した質問や意見を
述べたりして、互いに協力して
対話を継続・発展させることが
できる。

〇町のマスコットキャラクター
（ゆるキャラ）を作って、タウンガ
イドで紹介しよう。

A1-1 中１

パフォーマンス課題実施例
【１学期】①小学校「中学校で頑張ること」スピーチ 　②自己紹介
【２学期】①理想のロボット紹介  ②町のゆるキャラ紹介
【３学期】①偉人紹介　　②大切なもの紹介

A1-2 中２

パフォーマンス課題実施例
【１学期】①大切なもの紹介　②将来の夢
【２学期】①観光スポットCMづくり　②修学旅行プランの提案
【３学期】①我が町ディスカッション

A1-3 中３

パフォーマンス課題実施例
【１学期】①我が町ディスカッション　②日本限定〇〇紹介
【２学期】①日本文化新聞作成　②町紹介ポスターセッション
【３学期】①20歳の自分へ動画作成　②地域の課題解決アイデアディスカッション
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(L 7)
①
  ゆっくりはっきりと話されれば、自
分のことや身近で簡単な事柄（自
己紹介や宝物紹介など）につい
て、簡単な語句や基本的な表現を
聞き取ることができる。

②
  ゆっくりはっきりと話されれば、日
常生活に関する身近で簡単な事柄
（世界の国々や学校生活など）に
ついて、具体的な情報を聞き取る
ことができる。

③
　ゆっくりはっきりと話されれば、日
常生活に関する身近で簡単な事柄
（小学校の思い出や中学校生活、
将来のことなど）について、短い話
の概要を捉えることができる。

(R 7)
①
　音声で十分に慣れ親しんだ簡単
な語句や基本的な表現の意味（国
紹介、生き物のくらしについてのポ
スターなどを読んで）が分かる。

②
　相手に伝えるなどの目的をもっ
て、自分のことや身近で簡単な事
柄（夏休みの思い出や小学校の思
い出、夢紹介など）について、示さ
れた例文を参考に、音声で十分に
慣れ親しんだ簡単な語句や基本的
な表現で書かれたものを読むこと
ができる。

(SI 7)
①

　日常生活に関する身近で簡単な
事柄（学校生活や、家での生活な
ど）について、自分の考えや気持ち
などを、簡単な語句や基本的な表
現を用いて伝え合うことができる。

②
　自分や相手のことや身の回りの
物に関する事柄（好き嫌いや、趣
味、行きたい国など）について、簡
単な語句や基本的な表現を用いて
その場で質問をしたり質問に答え
たりして、伝え合うことができる。

(SP 7)
①
　日常生活に関する身近で簡単な事
柄（食生活、栄養、食品の産地など）に
ついて、簡単な語句や基本的な表現
を用いて伝えることができる。

②
  自分のこと（夏休みの思い出や学校
生活の思い出、夢など）について、伝
えようとする内容を整理した上で、簡
単な語句や基本的な表現を用いて、
伝えることができる。

③
　身近で簡単な事柄（給食の紹介や地
域紹介など）について、伝えようとする
内容を整理した上で、自分の考えや気
持ちなどを、簡単な語句や基本的な表
現を用いて伝えることができる。

(W 7)
①

　相手に伝える（自分の誕生日や
おすすめの国紹介など）などの目
的をもって、語と語の区切りに注意
し、語順を意識しながら、示された
例文を参考に、音声で十分に慣れ
親しんだ簡単な語句や基本的な表
現を書き写すことができる。

②
　相手に伝えるなどの目的をもっ
て、自分のことや身近で簡単な事
柄（思い出紹介や夢宣言など）に
ついて、音声で十分に慣れ親しん
だ簡単な語句や基本的な表現を用
いた例の中から言葉を選んで書い
て伝えることができる。

〇相手の要望を引き出しなが
ら、町紹介ができる。

○相手の要望や依頼に対して、
その場で判断して伝えることが
できる。

○聞き手は、分からなかったこ
とに対して反応したり、相手が
言ったことを繰り返したり、質問
したりするなどして、やり取りを
継続することができる。

〇外国人におすすめイベントを
紹介しよう。

(L 8)
①
　ゆっくりはっきりと話されれば、
自分のことや身近で簡単な事柄（誕生
日や好きな季節など）について、簡単
な語句や基本的な表現を聞き取ること
ができる。

②
　ゆっくりはっきりと話されれば、
日常生活に関する身近で簡単な事柄
（他者紹介、行きたい国紹介や道案内
など）について、具体的な情報を聞き
取ることができる。

③
　ゆっくりはっきりと話されれば、
日常生活に関する身近で簡単な事柄
（他者紹介、文化紹介など）について、
短い話の概要を捉えることができる。

(R 8)
①
　活字体で書かれた文字を識別し、そ
の読み方を発音することができる。（ア
ルファベットが読める、自分の名前の
綴りを呼んで伝えるなど）

②
　音声で十分に慣れ親しんだ簡単な
語句や基本的な表現の意味（町の特
徴や行きたい国の有名な食べ物など
ポスターに書かれている内容を読ん
で、情報を得ることができる）が分か
る。

(SI 8)
①
　基本的な表現を用いて指示、依頼
（注文や買い物をするなど）をしたり、
それらに応じたりすることができる。

②
　日常生活に関する身近で簡単な事
柄（日本の食文化、第三者紹介など）
について、自分の考えや気持ちなど
を、簡単な語句や基本的な表現を用
いて伝え合うことができる。

③
　自分や相手のことや身の回りの物に
関する事柄（好き嫌いやその理由、特
徴を伝えるなど）について、簡単な語
句や基本的な表現を用いてその場で
質問をしたり質問に答えたりして、伝え
合うことができる。

(SP 8)
①
　日常生活に関する身近で簡単な事
柄（自分の休日の過ごし方など）につ
いて、簡単な語句や基本的な表現を
用いて伝えることができる。

②
　自分のことについて（趣味や得意な
こと等を伝える自己紹介、なりたい職
業紹介など）、伝えようとする内容を整
理した上で、簡単な語句や基本的な表
現を用いて、伝えることができる。

③
　身近で簡単な事柄（学校生活やにつ
いて、町紹介など）伝えようとする内容
を整理した上で、自分の考えや気持ち
などを、簡単な語句や基本的な表現を
用いて伝えることができる。

(W 8)
①
　文字の読み方（名称読み（a:/ei/））
が発音されるのを聞いて（友達の名前
の綴りやメールアドレスなど）、大文
字、小文字を活字体で４線上に書くこ
とができる。

②
　アルファベットの大文字、小文字を形
や高さの違いを意識して書くことがで
きる。（行きたい国名をポスターに書
く、自分の名前をローマ字で書くなど）

③
　相手に伝える（時間割を伝える、自
分の町を紹介するなど）などの目的を
もって、示された例文を参考に、音声
で十分に慣れ親しんだ簡単な語句や
基本的な表現を書き写すことができ
る。

〇相手に伝わるように工夫しな
がら、町紹介ができる。

〇自分の住んでいる地域のお
すすめ（建物、特産物など）をポ
スターやパンフレットを使って伝
えることができる。

○聞き手に分かりやすく伝わる
ように伝える順番を決めたり、
内容を選んだりすることができ
る。

○聞き手は、分からなかったこ
とに対して反応したり、相手が
言ったことを繰り返したり、質問
したりするなどして、やり取りを
継続することができる。

〇自分の町の有名なスポットを
紹介しよう。

(L 9)
①
  ゆっくりはっきり繰り返し話された
際に、自分のことや身の回りの物
（好きな遊びや好きな曜日など）を
表す簡単な語句を聞き取ろうとして
いる。

②
　ゆっくりはっきり繰り返し話された
際に、身近で簡単な事柄（天気、時
間や曜日、持っているもの場所な
ど）に関する基本的な表現の意味
を分かろうとしている。

③
　ゆっくりはっきり繰り返し話された
際に、文字の読み方が発音される
のを聞いた際に、どの文字（小文
字）であるかを分かろうとしている。

(SI 9)
①

　基本的な表現を用いて挨拶、感
謝、簡単な指示をしたり、それらに
応じたりしようとしている。

②
　自分のことや身の回りの物（好き
な遊びや曜日、持っている文房
具、欲しい物など）について、動作
を交えながら、自分の考えや気持
ちなどを、簡単な語句や基本的な
表現を用いて伝え合おうとしてい
る。

③
　サポートを受けて、自分や相手の
ことや身の回りの物に関する事柄
（互いの好みや欲しいもの、お気に
入りの場所など）について、簡単な
語句や基本的な表現を用いて質問
をしたり質問に答えたりしようとして
いる。

(SP 9)
①

　身の回りの物（好きな曜日やお
すすめの文房具、お気に入りの場
所など）について、人前で実物など
を見せながら、簡単な語句や基本
的な表現を用いて伝えようとしてい
る。

②
　自分のこと（自分の好き嫌いや欲
しい物、一日の生活など）につい
て、人前で実物などを見せながら、
簡単な語句や基本的な表現を用い
て伝えようとしている。

③
　日常生活に関する身近で簡単な
事柄（時刻や曜日、場所など）につ
いて、人前で実物などを見せなが
ら、自分の考えや気持ちなどを、簡
単な語句や基本的な表現を用いて
伝えようとしている。

〇イラストや写真などを見せな
がら、聞き手に分かりやすく伝
ようとしている。

〇相手に簡単な質問をしたり、
お互いの気持ちを伝え合ったり
しようとしている。

○話し手と聞き手がお互いに挨
拶をしたり、うなずくなどの反応
を返したりして、お互いの考え
や気持ちを受けとめる態度を表
わそうとしている。

〇学校のお気に入りの場所を
紹介しよう。

(L 9)
①
　ゆっくりはっきり繰り返し話された
際に、自分のことや身の回りの物
（自分の好きな色、スポーツや食べ
物、数字など）を表す簡単な語句を
聞き取ろうとしている。

②
　ゆっくりはっきり繰り返し話された
際に、身近で簡単な事柄に関する
基本的な表現（好き嫌いをたずね
る、数をたずねるなど）の意味を分
かろうとしている。

③
　ゆっくりはっきり繰り返し話された
際に、文字の読み方が発音される
のを聞いた際に、どの文字（大文
字）であるかを分かろうとしている。

(SI 9)
①

　基本的な表現を用いて挨拶、感
謝をしたり、それらに応じたりしよう
としている。

②
　自分のことや身の回りの物（好き
な色や食べ物、欲しい物など）につ
いて、動作を交えながら、自分の
考えや気持ちなどを、簡単な語句
や基本的な表現を用いて伝え合お
うとしている。

③
　サポートを受けて、自分や相手の
ことや身の回りの物に関する事柄
（互いの好みや欲しい物など）につ
いて、簡単な語句や基本的な表現
を用いて質問をしたり質問に答え
たりしようとしている。

(SP 9)
①

　身の回りの物（物の数や形状、
好きなアルファベットや友だちに贈
るカードなどの作品）について、人
前で実物などを見せながら、簡単
な語句や基本的な表現を用いて伝
えようとしている。

②
　自分のこと（好き嫌いや欲しい物
など）について、人前で実物などを
見せながら、簡単な語句や基本的
な表現を用いて伝えようとしてい
る。

〇イラストや写真などを見せな
がら、聞き手に分かりやすく伝
ようとしている。

〇相手に簡単な質問をしたり、
お互いの気持ちを伝え合ったり
しようとしている。

○話し手と聞き手がお互いに挨
拶をしたり、うなずくなどの反応
を返したりして、お互いの考え
や気持ちを受けとめる態度を表
わそうとしている。

〇町の特産物や有名なものの
クイズをしよう。

小３年

パフォーマンス課題実施例
【１学期】①自己紹介　　②いくつか数えよう
【２学期】①何が好きかインタビュー　②カード交換
【３学期】「クイズ」をしよう

Pre-A1
high

６年生

小６年

パフォーマンス課題実施例
【１学期】①５年生「あこがれの人」紹介　②自己紹介　③行ってみたい場所紹介
【２学期】①夏休みの思い出　　②地域の建物紹介
【３学期】①小学校の思い出スピーチ　　②中学校で頑張ることスピーチ

小５年

パフォーマンス課題実施例
【１学期】①４年生「僕、私の一日」紹介　　②夢の時間割
【２学期】①できることを言おう　②地域のスポット紹介
【３学期】①日本の紹介　②「あこがれの人」紹介

Pre-A1
low

４年生

小４年

パフォーマンス課題実施例
【１学期】①３年生「クイズ」をしよう
【２学期】①ほしいものを伝えよう　　②お気に入りの場所（校内）紹介
【３学期】①僕、私の一日紹介

Pre-A1
high

５年生

Pre-A1
low

３年生
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